
平成 29 年５月現地情報 

糸魚川駐在 

～漁協青年部が鮮魚直売イベント・お魚教室を開催～ 

 

 ３日（水）、糸魚川市筒石漁港で、上越漁協筒石支所青年部の主催により鮮魚直売

イベント（大漁感謝祭）が開催されました。事前の準備から当日の運営まで青年部が

取り仕切り行われるゴールデンウィークの恒例行事です。当日は、天候に恵まれたこ

とや、後半連休の初日であったこともあり、開場前から、県内外の多くの観光客が長

蛇の列を作り、いつも以上に賑やかなイベントとなりました。来場者は、開場するや

否や一目散に目当ての鮮魚コーナーへ駆け寄り、袋一杯に鮮魚を購入しており、魚種

によっては数分で売り切れとなるほどの盛況ぶりでした。 

 また、９日（火）には能生漁港で、上越漁協能生支所青年部の主催による「少年少

女ＯＨ！さかな教室」が開催されました。こちらも恒例行事として定着していますが、

能生支所青年部を中心に同支所の女性部、筒石支所青年部の協力を得て、体験乗船や

ロープワーク、タッチプールやビデオ学習など盛りだくさんの内容で行われました。

参加した能生・筒石地区の小学校５校の５年生約80人は、歓声をあげながら、漁業者

や他校児童との交流を楽しんでいました。引率の先生も、当地域の基幹産業である漁

業について、この「おさかな教室」で学ぶことで郷土愛を育んでもらいたいと話して

いました。 

 筒石、能生地区の青年部の活動は、地域の方々との交流を通じ、漁業振興や漁村の

活性化が図られている貴重なものです。これからも、若くて快活な青年部員が地域の

皆さんの期待に応えて活躍されることを期待しています。 

 

   

   鮮魚直売イベント（5/3 筒石漁港）    少年少女 OH!さかな教室（5/9 能生漁港） 

 



平成２９年５月現地情報 
 

新潟駐在  
 
 

～第 12回大漁さかなまつり(出雲崎)が開催～ 

 
３日（水）、新潟漁協出雲崎支所において、今年で 12回目となる大漁さかなまつりが開催されま

した。 

会場では、鮮魚販売、素人セリ市、アンコウ鍋販売、サザエのつかみ取り、タッチプール・展示

水槽コーナー等の様々なイベントが行われ、地元の方や、県内外からの観光客など 1,000人余りの

来場者で賑わいました。また、昨年に引き続き、地元漁業者が養殖したコンブの試験販売も行われ、

多くのお客さんが購入していました。 

鮮魚販売では、新鮮なナンバンエビ、ズワイガニ、サザエ、カワハギなどが並べられ、販売開始

とともに、ものすごい勢いで売れていきました。ゴールデンウィーク期間ということもあり、帰省

した家族や、実家への手土産に大量に購入するお客さんも多く見られ、用意していた 1.5トンほど

の鮮魚は、２時間ほどで全て売り切れる盛況ぶりでした。 

展示水槽では、近年、出雲崎での漁獲量が増えているナンバンエビが生きたまま展示され、子供

達をはじめ多くの来場者が珍しそうに見入っていました。今後も、出雲崎の美味しい水産物の魅力

を多くの人に知ってもらえるよう、地元の活動を応援していきたいと思います。 

 

   
         鮮魚販売                   素人セリ市 

   
      養殖コンブ販売               ナンバンエビの展示水槽 
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村上駐在  

 

～新潟漁協岩船港支所、山北支所でさかなまつり開催～ 

 

村上沖で漁獲された新鮮な魚を即売する「さかなまつり」が、４月 29 日（土）に新潟漁協岩船港支所

で、５月３日（水）に新潟漁協山北支所で開催されました。当日は多くの家族連れらが訪れ、鮮魚や干

物の買い物や食事等を楽しんでいました。鮮魚販売ではズワイガニ、ヒラメ、カレイ、カナガシラ、ハ

タハタ等が市価よりも安く販売され、数時間で完売していました。 

地域振興を目的として取り組まれているこれらのイベントを通じ、浜と消費者が少しでも近づく機会

になればと期待しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鮮魚お買い得コーナー（岩船港）          カニコーナー（岩船港） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
鮮魚箱売りコーナー（山北）          つかみ取りコーナー（山北） 
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佐渡駐在 

～佐渡漁業士会鮮魚販売イベントの開催～ 

 
３日（水）、佐渡地区漁業士会が、島内のショッピングセンター「佐渡セントラルタウン」内で鮮

魚販売イベントを開催しました。この取組は漁業士会とタウン内の鮮魚店が連携して開催したもの

で、今年で３回目です。参加した漁業士はおそろいのジャンパーを着用し、売り子として各自が漁

獲した鮮魚を紹介しながら販売しました。 
今回のイベントには、島内各地の６名の漁業士が鮮魚を出品しました。ウスメバルやタイ類、カ

ワハギ、カレイ類など多様な魚種が集まり、店内は佐渡産の鮮魚で一杯になっていました。昨年に

続き購入に訪れたお客様もあり、この活動の成果を実感しました。 
今年も昨年同様に、漁業士が作成したポスターを事前に店内に掲示していましたが、当日もチラ

シとして配布を行いました。また今年は、漁業士会の活動やおすすめ料理を紹介するパンフレット

の配布も行いました。 
佐渡産の鮮魚のファンを増やすべく、今後も取組を継続支援していきたいと思います。 

 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        対面販売                佐渡漁業士会のメンバー 
 
 



 

～ギンザケの水揚げ始まる～ 

 

養殖ギンザケの水揚げが５月上旬から始まりました。 

佐渡では現在、内浦地区と水津地区において３つの団体がギンザケの養殖を行っており、特

に内浦地区における生産量は年々増加しています。 

今年は各団体において目立ったへい死等もなく、順調に生育したギンザケは、２ｋｇ程度で

水揚げされています。 

水揚げされたギンザケは、新潟県内外に流通し、県内ではスーパーマーケットだけでなく、

回転寿司チェーンにも提供されています。 

 これから夏に向け、水温が急上昇する時期となることから、各団体とも６月中旬には水揚げ

を終える計画です。 

 

養殖ギンザケ               水揚げ 

 

 

 


